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　過日の参議院議員選挙では，当選確実速報の早さに驚いた．投票締切り直後からかなりの

数の当確が出たからである．各局とも“独自の事前および出口調査の結果”であることを強

調していたが，最終結果もきわめて正確であった．このような“独自の調査”やそれに基づ

く推定の方法には興味はあるが，何となく，知らない間にほとんどすべてを把握されている

ような気分でもある．同じような気分になるのが，Webで買物をしたときに出てくる“推薦”

の山．便利な気もするがよけいなお世話という感じもある．今月号の特集は「利用者の好み

をとらえ活かす－嗜好抽出技術の最前線－」で，土方嘉徳，小林亜令がエディタ．個々のユ

ーザの嗜好を，アンケートなどの直接的な方法ばかりではなく，そのユーザや，同じような

嗜好を持つユーザの集団の行動履歴から抽出して，種々の支援をしようという話．コンテン

ツベースの話と協調フィルタリングの話が展開する．利用者に新しい発見までさせようとい

う方向もあり，その指標をserendipityと言うのだそうだ．協調フィルタリングはWeb2.0的

な話だが，プライバシーの保護やサクラ攻撃（!?）への対処といった問題もあるという．

　「安全・安定に寄与する鉄道情報処理技術（後編）－運行系システム」（片岡健司，明日香

昌，駒谷喜代俊）は，前回の軌道や車輌に関する制御系に続いて，運行全体を扱うシステム

の話．ダイヤの作成から乱れ回復，要員配置計画まで話題が多い．さらにこのごろは，乗客

向けの車内ディスプレイのコンテンツなども絡む．制御系との統合が現在の方向だそうだ．

　「女性社員の活躍に向けた IT企業の試み」（菅原香代子）は，ダイバーシティの一要素であ

る性別多様性の実現の話．具体的な諸方策が興味深い．“数が少ないとキャリアパスが示せ

ない”には納得．技術者はおとなしく，まじめ，閉じこもりがちで文句もあまり言わない人

が多いので，ダイバーシティ向上のターゲットとして後回しになりがちとのこと．

　「VM（Virtual Machine：仮想マシン）の発展」（梅野英典）は，“仮想マシン道しるべ”の

シリーズ．技術の発展を時間を追って解説している．概念整理の程度の関係かもしれないが，

ちょっと分かりにくい．結局は，直接実行とシミュレーション実行との切り分けのためのく

ふうの話なのだが．

　「SOAの新しい標準技術としてのSCAの登場」（丸山不二夫，中田秀基）は“グリッドと

SOAからみるWebサービス標準技術”シリーズの最終回．相変わらず略語の多い記事だが，

（狭義の）グリッド技術がWeb2.0とマルチコア技術の狭間で埋没しかけているのではないか，

という話題が面白い．

　「バランスのとれた楕円構造を目指して」（調重俊）と「そこに情報処理学会」（勝山光太

郎）は“これからの情報処理学会”のシリーズ．さまざまな分析をもととした，実務家（実務

屋？）向けのサービスへの模索が続く．

　「音楽情報処理の研究を始めませんか？－音楽情報科学研究会（SIGMUS）－」（後藤真孝）

と「言葉とコミュニケーションの科学技術をささえる－音声言語情報処理研究会－」（武田

一哉）とは“研究会千夜一夜”のシリーズ．アプリケーションの広がりにつれて盛り上がり

つつある音楽情報処理の話（前者）と，音声認識，音声対話，音声ドキュメント処理（後者）

などが紹介される．

　「JTC 1/SC 7のソフトウェア（品質）工学標準化とともに30余年」（東基衞）は“標準化よ

もやま話”のシリーズ．SC 7の活動の変遷と筆者の寄与話．（Skay）
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